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研究成果の概要（和文）：「共感性が重要であるという認識度」を測定するための質問紙表（JSPE）日本語版を
用いて本学の医学生、研修医、後期研修医、指導医の共感性を調査した。医学生については翌年、翌々年にも実
施した。
その結果、米国で報告されたような臨床実習のある学年での共感性低下は認められず、3年間の合計では6年生の
スコアが最も高く、参加型臨床実習が共感性を高めた可能性が示唆された。性差については3年間の合計で女性
が有意に高値であった。
一方、単年度の調査ではあったが、指導医のスコアは決して高くはなく、「共感は決して重要ではない」という
Hidden Curriculumが存在している可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：　　　We evaluated the empathy of our medical students, early residents, 
later residents and attending doctors using the Japanese version of the questionnaire (JSE: 
Jefferson scale of   empathy) for measuring empathy. JSE of medical students was were also carried 
out the following two years. 
　　　As a result, there was no decrease in empathy in the grade of clinical practice as reported in
 the US, the score of 6th grade was the highest for the total of 3 years. It was suggested that the 
clinical clerkship possibility increased the empathy. As for gender difference, the score of women 
was significantly higher for 3 years.　On the other hand, although it was a survey for a single 
year, the score of the attending doctors was never high, suggesting that there is a possibility that
 Hidden Curriculum of "empathy is not important" exists.

研究分野：総合診療医学

キーワード： 共感性　JSE質問紙表　プロフェッショナリズム
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１．研究開始当初の背景 
 近年、医師養成課程におけるプロフェッシ
ョナリズム教育の導入と具体化は喫緊の課
題とされている。そのプロフェッショナリズ
ムの代表的な要素のひとつである共感は、医
師―患者関係の構築におけるコミュニケー
ション技術として重要視されており、患者に
共感性を示すことは共用ＯＳＣＥの医療面
接においても評価項目のひとつとなってい
る。医師の共感性それ自体を客観的に測定す
ることはきわめて困難だが、トーマスジェフ
ァーソン大学の Dr. Hojatらは「共感性が重
要であるという認識度」を測定するための質
問紙表（JSPE）を開発し、それを用いて同
大学の医学部生の共感性スコアを調査した。
その結果、臨床実習が始まる 3年生と 4年生
で共感性スコアが低下していることを報告
した（Mohammadreza Hojat Acad Med. 
2009）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
しかし、岡山大学の片岡らがこの JSPEを日
本語に翻訳し（JSPE日本語版）、岡山大学の
医学生に実施したところ、1 年生の共感性ス
コアがもっとも低く、臨床実習の始まる学年
での低下は認められなかった（Hitomi U. 
Kataoka Acad Med.2009）。この日米の差異
を説明する要因は種々推測できるであろう
が、まず何よりもわが国の研修医や指導医を
含めての共感性に関するデータが多くなけ
れば議論は深まらない。また米国では、将来、
内科をはじめとする人間志向の診療科に進
んだ学生の方が、手術や検査など技術志向の
診療科に進んだ学生よりも共感性が高かっ
たと報告されているが、このようなデータも
わが国には存在してない。さらに米国でも岡
山大学でも女性が男性よりも共感性に関す
るスコアが有意に高かったと報告されてい
るが、経年的にも同様であるかどうかは定か
ではない。 
 
２．研究の目的 
 本学の医学生、研修医、後期研修医、臨床
系の指導医の共感性に対する重要性の認識
がどのように変化するのかを学年別、経験年
数別に明らかにする（横断的調査）。さらに、
医学生については翌年、翌々年にも実施し、
経年変化も明らかにする（縦断調査）。また、

男女で共感性スコアに差があるかどうかに
ついては経年的にも調査を行う。 
３．研究の方法 
平成 25年度に東京医科大学の医学生（1～

6年生）、東京医科大学病院の初期研修医、臨
床系の後期研修医、臨床研究医、助教以上の
教員全員に JSPE質問紙を実施し、そのスコ
アを算出し解析した（横断研究）。平成 25、
26、27年度には東京医科大学の医学生（1～
6年生）と初期研修医のみに JSPE質問紙を
実施し、スコアを算出し解析した。医学生の
スコアについては前年度、前々年度と比較し
個人のスコアの変化を解析した（縦断研究）。 
さらに男女差についても検討した。 
４．研究成果 
（1）平成 25年度の単年度では 4年生の平均
スコアが 5年生と初期研修医の 1年目と比較
して低値であったが、後期研修医と指導医の
スコアはどの学年とも有意な差を認めなか
った。さらに研修医と指導医との間において
も有意差は認められなかった（表 1）。 
表 1 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（2）平成 25、26、27年度の 3年間の合計で
比較すると、6 年生のスコアが有意に高値で
あった（ｐ＜0.05）（表 2）。 
表 2 
 
 
 
 
 

 
（3）平成 25、26、27年度の経年変化を見る
と、平成 25年度の 4年生と 5年生はどちら
も 5年生から 6年生になるとスコアが有意に
上昇していた（ｐ＜0.05）（表 3）。        
表 3 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 



（4）性差については平成 25 年度に有意差な
く、翌平成 26 年度では女性が有意に高値を
示し、3 年間の合計でも女性が有意に高値を
示した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
以上の結果より、米国で報告されているよう
な、臨床実習中の学年で共感性が低下してい
ることは本学では認められず、米国と比べる
とスコア自体が米国よりも低値のまま継続
していた。これについては片岡らも推測して
いるが、わが国では入試競争が激しく、入学
までに、あまり共感性の重要性を認識してい
なかった可能性が推測される。一方、3 年間
の平均値を取ると、6 年生のスコアが最も高
く、これらの年度では 6年生のみ参加型臨床
実習を実施していたことから、参加型臨床実
習が共感性を高めた可能性が示唆された。 
性差については平成 25 年度のみの調査では
有意差がなかったが、3 年間の合計では米国
と同様に女性の共感性スコアが高値であり、
医師の適性を考慮するうえで、重要なデータ
であると考えられる。 
今回は、指導医の調査は平成 25 年度のみ
であり、診療科別のスコアを比較するには数
が不足しており、外科系と内科系に分けて論
ずることはできなかった。 
また、平成25年度のみの実施であったが、
指導医のスコアも決して高くないという結
果より、「共感は決して重要ではない」とい
う Hidden Curriculum が存在している可能性
が示唆された。 
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